



松本歯科大学 口腔解剖学第1講座(主任 恩田千爾 教授)
Number and Size of the lnterdental Foramina on the Mandible
SENJI ONDA and TAKEMA MASAKI
Department of Oral Anatomy, Matsumoto Dental College
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表5－2　小孔の大きさ，数と位置（正中）
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表中の孔の大きさは1＝0．15㎜……9＝O・．95mmを示す．
結 論
　インド人下顎骨141例の歯間孔と前歯歯槽部内
面にみられる小孔を観察して，次の結果をえた．
1．小孔の数は右側は1個と2個が各々36．17％み
られる．最も多い数は6個であり，平均2．03個で
ある．左側もほぼ同様である．
　正中は無いものが72．34％，1個が20．57％であ
る．最も多い例は4個であり，平均は0．38個であ
る．
2．小孔の数と位置は右側では中切歯と側切歯間
に最も多く96．46％，犬歯と小臼歯間に24％，中
切歯舌側に22％認められた．
　また，中切歯と側切歯の間には2個が27例（19．
15％），3個が3例（2．13％）存在した．
3．小孔は中切歯と側切歯間でも歯槽部の上％に
大部分（93．62％）が認められた．
4．小孔の大きさは右側では0．45㎜が20．概
で最も多く，次いで0．25mmが20．28％であり，
最も大きい孔は0．85mmで，平均は0．39㎜で
ある．左側もほぼ同様な大きさであるが最も大き
い孔は0．95mmである．
　正中は0．15mmが大部分で50．94％，最も大き
いのは0．75mmで，平均は0．23　mmである．
5．小孔の大きさと位置は右側では中切歯と側切
歯間が最も大きく平均0．46mmであり，そのうち
でも上％が0．47mmで大きい．
　次いで，大きいのは側切歯の舌側で平均0．37
mm，犬歯と第1小臼歯間が平均0．32　mmであ
る．
6．下顎骨の前歯歯槽部内面の上％にみられる小
孔のうち，中切歯と側切歯間は左右側にみられる
ものが123例（87．23％），右側のみ7例（4．96％），
左側のみ6例（4．26％）である．
7．以上の結果から，下顎骨の中切歯と側切歯の
間で歯槽部の上％にみられる孔を歯間孔（lnter－
dental　Foramen）と名付けた．
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